
　

平
成
22
年
10
月
か
ら
パ
ス
ポ
ー

ト
申
請
窓
口
が
県
か
ら
各
市
町
に

変
わ
り
ま
し
た
。県
旅
券
セ
ン
タ
ー

で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

（
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
構
内
お
よ
び
那

須
庁
舎
内
の
旅
券
窓
口
は
現
在
あ

り
ま
せ
ん
。）

●
受
付
窓
口
…
市
民
課
パ
ス
ポ
ー

ト
窓
口（
仮
庁
舎
Ａ
棟
１
階
）

※
支
所
・
出
張
所
は
申
請
書
の
配

布
の
み

●
受
付
時
間
…
月
～
金
曜（
土
日

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

●
申
請
で
き
る
方

▼
本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

▼
学
生
や
単
身
赴
任
な
ど
で
本
市

に
居
住
し
、
住
民
登
録
が
栃
木

県
以
外
の
方（
居
所
申
請
）

●
交
付
・
受
領

▼
交
付
予
定
日
は
お
お
む
ね
申
請

１
週
間
後（
土
日
祝
日
を
除
く
）。

▼
旅
券
の
受
領
は
ご
本
人
の
み
。

　

代
理
受
領
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
窓
口
延
長
日（
水
曜
）は
交
付
の

み
午
後
７
時
ま
で
行
い
ま
す
。

（
予
約
が
必
要
で
す
。）　

※
必
要
書
類
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
市
民
課　

Ａ
１
階　

　
（
２
３
）８
７
５
２

●
区
分
・
対
象

①
給
油
取
扱
所
講
習
：
給
油
取
扱

所
の
取
扱
い
作
業
に
従
事
し
て

い
る
方

②
一
般（
そ
の
他
）講
習
：
給
油
取

扱
所
以
外
の
危
険
物
施
設
で
取

扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方

※
危
険
物
取
扱
者
免
状
を
所
有
し

現
に
危
険
物
取
扱
い
作
業
に
従

事
し
て
い
る
場
合
、
保
安
講
習

を
受
講
す
る
法
律
上
の
義
務
が

あ
り
ま
す
。

●
日
時
…
８
月
９
日（
火
）

①
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

●
場
所
…
金
田
北
地
区
公
民
館

●
費
用
…
４
７
０
０
円

　
（
栃
木
県
収
入
証
紙
）

●
定
員
…
各
１
０
０
名

●
申
込
方
法
…
７
月
26
日（
火
）

～
８
月
２
日（
火
）に
消
防
本
部

予
防
課
・
各
消
防
署
・
各
分
署

で
配
布
の
申
請
書
を
記
入
し
直

接
申
し
込
み
。
申
請
書
は
左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
受
付
場
所

　

那
須
地
区
消
防
本
部
予
防
課

問
申
那
須
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　
（
２
８
）５
１
０
３

問（
一
社
）栃
木
県
危
険
物
保
安
協
会

　

０
２
８（
６
２
２
）０
４
３
８

　

http://w
w
w
.13tochiki.or.jp/

　

市
の
政
策
や
事
業
に
つ
い
て
、

市
職
員
が
出
向
き
、
説
明
や
意
見

交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
…
自
治
会
や
公
民
館
な

ど
、
お
お
む
ね
10
名
以
上
が
参

加
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
。

※
目
的
が
営
利
・
宗
教
活
動
、
苦

情
や
陳
情
の
た
め
な
ど
出
前
講

座
の
趣
旨
に
反
す
る
と
市
が
判

断
し
た
場
合
は
講
座
を
開
催
で

き
ま
せ
ん
。

●
主
催
者
…
申
込
者

●
費
用
…
無
料

※
会
場
の
使
用
料
な
ど
は
主
催
者

負
担
。

●
日
時
…
平
日
午
前
10
時
～
午
後

９
時
の
間
で
１
時
間
30
分
以
内

※
講
座
の
担
当
課
と
調
整
の
上
で

あ
れ
ば
、
土
日
祝
日
の
開
催
も

可
能
で
す
。

●
場
所
…
主
催
者
が
用
意

●
申
込
方
法
…
出
前
講
座
テ
ー
マ

か
ら
希
望
テ
ー
マ
を
選
び
、
事

前
に
電
話
な
ど
で
担
当
課
へ
講

座
内
容
や
日
時
な
ど
を
確
認
の

上
、
申
込
書
に
記
入
し
、
開
催

希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
講

座
の
担
当
課
へ
申
し
込
み
。

※
テ
ー
マ
一
覧
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

問
総
務
課　
　

１
階

　
（
２
３
）１
１
１
１

　

栃
木
県
で
は
、
10
月
に
社
会
生

活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
わ
た
し
た
ち
が

１
日
の
う
ち
ど
の
く
ら
い
の
時
間

を
仕
事
、
家
事
、
地
域
で
の
活
動

な
ど
に
費
や
し
て
い
る
か
、
過
去

１
年
間
の
自
由
時
間
に
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
調

査
し
、仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）の
推
進
、

少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
の
政
策
に

必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
、
調
査
員
が
調
査
を
お
願
い
す

る
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
課
人
口
労
働
統
計
担
当

　

０
２
８（
６
２
３
）２
２
４
６

市
役
所
で
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
・

受
領
が
で
き
ま
す

大
田
原
市
出
前
講
座

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

平
成
28
年
　
社
会
生
活
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

今
年
度
は
、
黒
羽
向
町
の
一
部
を

対
象
と
し
て
、
地
籍
調
査
事
業
の
一

筆
地（
現
地
）調
査
を
行
い
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
、
皆
さ
ま
の
大
切

な
財
産
で
あ
る
土
地
の
位
置
、
形

状
、
面
積
、
境
界
、
所
有
者
な
ど

を
調
査
し
、
正
確
な
地
籍（
土
地

の
戸
籍
）を
作
り
直
す
た
め
に
必

要
な
調
査
で
、
土
地
所
有
者
な
ど

の
立
会
い
が
不
可
欠
で
す
。
説
明

黒
羽
向
町
地
区
の
一
部
の

地
籍
調
査
を
行
い
ま
す

会
や
境
界
立
会
い
を
行
う
際
に

は
、
関
係
者
皆
さ
ま
の
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
登
記
完
了（
平
成
31
年

度
予
定
）ま
で
に
、
事
業
区
域
内

の
土
地
の
分
筆
や
合
筆
な
ど
の
登

記
を
行
う
場
合
は
、
市
農
林
整
備

課
を
経
由
し
た
後
に
法
務
局
へ
の

登
記
申
請
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
農
林
整
備
課　
　

３
階

　
（
２
３
）８
９
６
１
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平
成
28
年
度
の
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

■公共下水道工事
　市では、快適な生活環境をつくり、豊かな自然環境
と良質な水環境を保全するために、公共下水道の整備
工事を行っています。
　今年度の主な工事予定箇所は、上石上・中田原・親園・
若松町です。詳細な箇所は、上図をご参照ください。
　工事の際、皆さまにはご不便をおかけしますが、ご
理解とご協力をお願いします。

■下水道受益者負担金
　下水道が整備されると、その区域の生活環境が大き
く改善され、土地の利用価値も高まります。
　そのため、整備区域内で受益者となる方には、工事
費用の一部を負担していただいています。
※受益者とは、下水道整備区域内に土地を所有してい
る方などをいいます。
●負担金額
▶大田原処理区：300 円／敷地１㎡
▶黒羽処理区：25 万円／戸
※支払いは１度限りです。
●支払い時期
▶大田原処理区：供用開始後
▶黒羽処理区：戸別接続開始後　

平成 28年度公共下水道工事予定箇所（平成 28年 6月 1日現在）

■水洗化工事はお早めに
　下水道は、各家庭が排水設備工事を行い、生活排水
を下水道に流すことではじめて役立ちます。
　下水道が供用開始になった地区の家屋の所有者は、
供用開始の日から３年以内にくみ取り便所を水洗便所
に改造し、台所、風呂などの生活排水設備を速やかに
接続することが下水道法で義務づけられています。
　排水設備工事は、工事に必要な知識と技能を持つ市
の指定工事店でなければできません。工事の際は指定
工事店にお申し込みください。
※工場やガソリンスタンドなどの事業所では、他の手続
きが必要になります。事前にお問い合わせください。

■私道の下水道工事
　水洗化を積極的に進めるため、下水道が整備されて
いる区域内で、要件を満たす私道につきましては、市
の負担で下水道管の設置工事を行います。
　詳しくは下記へお問い合わせください。

■井戸水を使用している下水道使用の皆様へ
　井戸水を使用して公共下水道（農業集落排水施設を含
む）に接続している世帯の下水道使用料は、世帯の人員
で下水道使用料が決定されることが条例で定められて
います。
　世帯の人員に変更があった場合は、速やかに下記へ
ご連絡ください。

問下水道課　　　　（２３）８７１２

親園郵便局

百村川

県北体育館周辺

若松町

親園・加治屋

上石上

県北体育館

道路整備工事に合わせ下水道管を
布設・移設します。

法善寺

野崎第２
工業団地

たいらや

しんとみ保育園
室井病院

ホテル
アオキ

那須日赤

富士電機

JA

セブン
イレブン

KATSUTAYA

※

※※

下水道管工事 下水道管移設工事 舗装復旧工事

※

中田原・上深田
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